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１０月は、各ユニットで運動会を行いました。

玉入れやパン食い競争を皆さん楽しみながら

されました。

今年もパン食い競争が盛り上がりました。

秋の風物詩のさつまいも。

焼き芋にして食べられました。

甘くて美味しかったですね。

コスモスの花を作って飾りつけされました。

素敵なカレンダーが出来ましたね♫



10月は消防署の方に来ていた

だき、救命講習を実施しました。

人形を使い、胸骨圧迫とAEDの

使用方法について学びました。

グループホームやまとでは年に

2回実施しています。

グループホーム

やまとには、

AEDが設置して

あります。

AEDとは？Automated External Defibrillatorの頭文字をとったもので、日本語

訳は自動体外式除細動器といいます。

・AEDはどのような時に使うのか？

倒れている傷病者に意識・反応がなく、呼吸がない時に使います。

AEDが有効なのは「心室細動」の状態で、完全に心臓が停止した状態では

AEDは作動。AEDによる処置が必要かどうかは、機械が判断してくれます。

間違えてボタンを押してしまっても必要性がない場合は作動しません。

なので、意識がなく呼吸をしていなければ、迷わずAEDを使用しましょう。

・AEDの使い方

電源を入ると、音声ガイダンスが流れるのでそれに従って処置をしていきま

す。

・AEDが設置してある主な場所

AEDの設置場所は、病院・診療所・歯科医院等の医療機関に多くは設置さ

れています。

学校や市役所、公民館、ターミナル駅などにもよく設置されています。

AEDが必要となった際は、近くにそのような施設がないか確認しましょう。

AEDがある場所には、AED設置シールが貼ってあります。


